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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
後
藤
祐
一
君
提
出
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
措
法
に
基
づ
く
本
部
設
置
と
緊
急
事
態
宣
言
、
「
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
」
及
び
新
感
染
症
の
定
義
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
。
以

下
「
特
措
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年
三
月
二
十
六
日
に
、
そ
の
ま
ん
延
の
お
そ
れ
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
特
措
法
第
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
に
対
す
る

報
告
が
行
わ
れ
、
同
日
、
特
措
法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
府
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

令
和
二
年
三
月
二
十
六
日
時
点
に
お
い
て
、
特
措
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事

態
が
発
生
し
た
と
認
め
る
状
況
に
は
な
い
。 

 
 

ま
た
、
同
項
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
の
要
件
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
「
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
政
府
行
動
計
画
」
（
平
成
二
十
五
年
六
月
七
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
「
政
府
対
策
本
部
長
か
ら
、



 

２ 

 

基
本
的
対
処
方
針
等
諮
問
委
員
会
に
対
し
、
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
」
の
要
件
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
、
公
示
案
と
し
て
諮
問
」
し
、
「
基
本
的
対
処
方
針
等
諮
問
委
員
会
に
よ
る
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
」

の
要
件
に
該
当
す
る
と
の
専
門
的
評
価
が
あ
っ
た
場
合
、
政
府
対
策
本
部
長
が
緊
急
事
態
宣
言
を
行
う
こ
と
を
決
定
す
る
」

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。 

三
及
び
四
の
１
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
確
立
し
た
定
義
が
あ
る
と
は
承
知
し
て
い
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。 

四
の
２
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
延
長
」
及
び
「
事
実
上
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
指
定
感
染
症
と
し
て
定
め
る
等
の
政
令
（
令
和
二
年
政
令
第
十
一
号
。

以
下
「
指
定
政
令
」
と
い
う
。
）
第
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す

る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
。
以
下
「
感
染
症
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
三
条
（
以
下
「
感
染
症
法
第
三
十
三
条
」

と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
実
施
す
る
措
置
は
、
七
十
二
時
間
を
超
え
る
期
間
を
定
め
て
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 



 

３ 

 

四
の
３
に
つ
い
て 

 
 

感
染
症
法
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
実
施
す
る
措
置
に
関
し
、
感
染
症
の
病
原
体
に
汚
染
さ
れ
た
疑
い
が
あ
る
場
所
の

広
さ
に
関
す
る
具
体
的
な
規
定
は
存
在
し
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
指
定
政
令
第
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
感
染
症
法
第
三

十
四
条
に
お
い
て
、
当
該
措
置
は
、
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
最
小
限
度
の

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
当
該
措
置
が
実
施
さ
れ
る
場
所
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
都

道
府
県
知
事
（
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
長
を
含
む
。
）
に
お
い
て
適
切
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。 

四
の
４
及
び
５
に
つ
い
て 

 
 

感
染
症
法
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
実
施
す
る
措
置
は
、
指
定
政
令
第
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
感
染
症
の
予
防
及
び

感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
二
十
号
）
第
九
条
に
よ
り
、
感
染
症
の
広

範
囲
の
地
域
に
わ
た
る
ま
ん
延
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
感
染
症
の
発
生
の
状
況
、
当
該
措
置
を
実
施
す
る

場
所
の
交
通
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
適
切
な
方
法
で
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
措
置
の
内
容
は
個
別
具

体
の
事
情
に
よ
り
様
々
で
あ
る
た
め
、
お
尋
ね
の
件
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

四
の
６
に
つ
い
て 



 

４ 

 

 
 

感
染
症
法
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
実
施
す
る
措
置
は
、
特
措
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
緊
急
事
態
宣
言
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
そ
の
病
原
体
は
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
令
和

二
年
一
月
に
、
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
世
界
保
健
機
関
に
対
し
て
、
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
が
新
た
に
報
告
さ

れ
た
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
既
に
知
ら
れ
て
い
る
感
染
性
の
疾
病
で
あ
り
、
感
染
症

法
第
六
条
第
九
項
に
規
定
す
る
新
感
染
症
に
は
該
当
し
な
い
。 

 
 

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
っ
た
場
合
の
病
状
の
程
度
は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

状
況
分
析
・
提
言
」
（
令
和
二
年
三
月
十
九
日
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
専
門
家
会
議
）
に
お
い
て
「
こ
の
感
染

症
に
罹
患
し
て
も
約
八
十
％
の
人
は
軽
症
で
済
む
」
、
「
五
％
程
の
方
は
重
篤
化
し
、
亡
く
な
る
方
も
い
る
」
、
「
高
齢
者

や
基
礎
疾
患
を
持
つ
方
は
特
に
重
症
化
し
や
す
い
」
等
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ま
ん
延
の
お
そ
れ
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 


